
理工ボート・45年卒

　　　　　ボート部の思い出

　　　　　　　　　　　　　　片岡冬里

もう30数年も昔のことだ。

己の肉体と精神の限界に挑戦して止まなかったこ
と。同期の連中と一緒に合宿し、ふざけ合ったり、
喧嘩をしたり、時には大真面目に議論をしたもの
だった。

ぶっ倒れるまで、大酒を呑んで暴れたり、・・・

様々なことが思い出される。

色んなやつが居たなあ。意地悪な先輩や、生意気
な後輩も。今、皆に会うと物の分った風なおっさ
んばかりだ。それでもやはり、昔のあの面影はど
こかに残っている。

それが、たまらなく懐かしい。

陣馬高原約左半分



陣馬高原右半分に点在

　　　　　　　　熱意と愛情あふれる人々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤川純太
早いもので大学を卒業して33年が過ぎようとしています。昭和41年
（1966年）に入部した頃、理工ボート部が立ち上がったばかりであった
ことから、大勢の人たちが部の立ち上げ・成長させる為、一生懸命だっ
た。
今でもその人達の顔が思い出されます。その時の理念（柳内さんが掲げ
ていた）は、それぞれの人が異なる目的や目標を持っていても、それら
を有機的につなげれば、強く良い部になるという発想であったと思う。
具体的には、体を動かしたい人は、運動する。
　更にボートを漕ぎたい人は、漕ぐ。
　より元気でボートの試合に出たい人は、試合に出る。
　その上で全日本を目指したい人は、目指す。
という目的や目標を持っている人は全て理工ボート部員だとの考えです。
これは、言うは易し、行うは難しいことですが。皆熱意と愛情を持って
一生懸命だった。
卒業後、昭和54年仕事の関係で米国ロスアンゼルスに赴任する迄の9年
間コーチをした。その間の一番の思い出は、ボートに対する熱意を卒業
後も持ち続けOBになった後も漕ぐ人がどんどん出てきたことです。
松村君、鈴木（健）君・・・名前を上げれば切りがない。
その中で全日本フォアで優勝したクルーも出てきた。
皆熱かった。
そういう熱意と愛情ある先輩・後輩と同期と共に理工ボート時代を過ご
せたことは、幸せだったと思う。
今も自分自身の発想の”原点”になっていると感じる。



林　操　（45年卒）

菅野　博　宇田吉明　河野一男

３年全日本

２年秋相模湖合宿

池田龍彦氏（S-46卒）への手紙
　　　　　　　　　　　　　林　操
貴君からのメール懐かしく拝読させて頂きました。
当方、娘が東海大でダブルスカルを漕いでいました
ので、年に2～3度戸田に行っていました。行く度に
あの頃の思い出が甦ってきます。
・まだ寒い時期、練習後子供がコースに落っこちたのを、
　コックスの吉田先輩がすかさず飛び込んで救助。
・全日本の夏合宿、誰かさん疲労の為戸板タンカ。春の
　相模湖、突風により頭蓋骨･下顎部骨折事故（私）。
などなど・・・・。全てが懐かしい思い出です。

河野？の正常眼底像

（左）渡部義明　（右）若月博和

45年卒業メンバー
　
荒木　聡　　　　石井仁司　　　　宇田吉明　　
江守貞治　　　　梶浦　　　　　　片岡冬里
片山　賢　　　　河野一男　　　　菅野　博　　　　望月清次
小浜保雄　　　　素谷圭一　　　　田岡　博　　　　岩本純一郎
高畜　良　　　　竹内　力　　　　中島和夫　　　　堤　敏幸
林　　操　　　　藤川純太　　　　前島俊吉　　　　高橋　　
宮城秀夫　　　　若月博和　　　　渡部義明　　　　石黒

戸田にて



＊45年卒幹事　素谷圭一、林　操
（何人かは修士、落第の為46、4 7年卒を含む）

写真＆資料提供　素谷､若月､河野､林
編集　河野､片岡､林　　

　　理工ボートの仲間
　　　中島和夫君　　　　　　林記
企業戦士。
1995年脳出血、右半身麻痺、失語症。
20ヶ月後　職場復帰。
「語りべ」　半身麻痺の回復、予防
著書：
「可能性への挑戦・・・
　脳出血で倒れた男のリハビリ体験記」
　　　　　　　1998年9月新風舎
中島のサイトから、
・・器械体操の体験、ボート部の体験は
　　リハビリのベース
　　鉄棒の大車輪が毎日の基礎的なトレ
　　ーニングを積み重ねるだけで、簡単
　　に出来るようになる。
・・適切なトレーニングを積み重ねれば
　　確実に鍛え上げることは可能。
　　自立歩行できず、車椅子に頼らなけ
　　ればならない状態でも、医者から「
　　出来る筈がない」と否定されようが。
・・想像以上の歳月と努力を要する。

　　「まさに、継続は力なり」
http://club.pep.ne.jp/~satoshiori/index.htm


